
所属学部等 生命環境学部 環境科学科 専攻
職氏名 准教授 増田　　泰三
専門分野 植物栄養環境学

１．教育活動　　（平成19年度）

  (1)担当科目（学部） 環境植物土壌学 分析化学実験（木曜日） 環境学実験Ⅱ(集中)

（大学院） 環境土壌圏科学

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等 平成18年

平成18年

平成20年

　（2）著書

　(3)学会発表等 平成17年4月

平成17年8月

平成18年3月

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 1 件

科学研究費補助金（分担） 件

その他外部資金 3 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。

県立広島大学教員活動情報
生命システム科学専攻

特に無し。
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平成19年度広島県学校農業クラブ県大会及び第58回日本学校農業クラブ全国大会意見発表会の審査委員 H19.4～H20.3

庄原地域連携センター運営委員会委員 学生相談委員

就職委員 将来構想ワーキンググループ委員


